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第９章 都市環境 

 

１ 生活系排水――――――――――――――――――――――――――――― 

地域の住環境と公共用水域の保全には、生活系排

水の浄化が大変重要です。本市では昭和 55 年に日野

川左岸区域の下水について家久浄化センターでの処

理が開始され、その後今立処理区、東部処理区が供用

開始され、公共下水道による整備が進められてきま

した。 

また、６か所の農業集落排水事業と１か所の林業

集落排水事業による整備が進められてきました。し

かし、近年の社会、経済情勢の変化等にから、より事

業の効率と経済性かつ迅速な生活系排水浄化を推進

するため、平成 22 年度に市下水道整備基本構想を策

定し、 

（１）公共下水道事業 

（２）農業・林業集落排水整備事業 

（３）合併処理浄化槽整備事業 

それぞれの事業特性と地域の特性から整備区域を

定めてより効率的な整備を推進することとしていま

す。なお、令和２年度末現在で本市の汚水処理人口普

及率は 94.0%であり、未だ約 4,900 人の市民が未普及

となっていることから、未普及地域の早期解消と合

併処理浄化槽への切り替え促進を図り、令和５年度

末で汚水処理人口普及率 96.0％を目指しています。 

※汚水処理人口普及率（％） 

＝（汚水処理施設の処理人口／ 総人口）×100 

 

表 9-1 汚水処理人口普及率 

（令和 3年 3 月 31 日現在） 

総人口 ８２，３９５人 

汚水処理人口 ７７，４８７人 

 公共下水道 ６４，５５９人 

農業・林業集落排水 ３，４１２人 

合併処理浄化槽 ９，５１６人 

汚水処理人口普及率 ９４．０％ 

 令和５年度末目標 ９６．０％ 

（１）公共下水道事業 

本市では、昭和 39 年３月に公共下水道の都市計画

決定を行い、最初に家久処理区について、昭和 46年

１月に国の事業認可を受け、昭和 55年８月に家久浄

化センターで処理を開始しました。 

また、東部処理区においては、平成 11 年４月に事

業認可ののち、平成 21 年９月に水循環センターで処

理を開始しました。 

今立処理区においては、平成 12 年３月に都市計画

決定を行い、平成 12 年５月に国の事業認可を受け、

平成17年３月に今立浄化センターで処理を開始しま

した。 

令和２年度末において公共下水道事業の整備につ

いては認可面積 2,185 ha に対し整備可能面積が

1849.9ha であり、整備率は 84.7％となっています。

水洗化率は 88.2％であり、さらなる整備と加入促進

が必要です。（資料編 表 3-24） 

 

（２）農業・林業集落排水事業 

 農業集落排水処理施設及び林業集落排水処理施設

とは、農山村部における公衆衛生及び環境衛生の向

上並びに水質保全を図るため設置された「排水処理

施設」をいいます。 

越前市では、昭和 59年度から事業に着手し、農業

集落排水事業により６地区（塚地区、北地区、平吹地

区、白崎地区、安養寺地区、大塩・国兼地区）と、林

業集落排水事業により１地区（中山地区）が完成し、

供用を開始しています。 

令和２年度末現在では、農業集落 6 地区の接続可

能区域内戸数 1,192 戸のうち、1,076 戸（90.3％）が、

林業集落 1 地区の接続可能区域内戸数 19 戸のうち、

19 戸（100％）が接続を完了しており、農業・林業集

落排水施設全体の接続率は 90.4％となっています。

（資料編表 3-25） 
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（３）合併処理浄化槽事業 
 生活排水対策を効率的にかつ迅速に行うために、

平成22年度に策定された越前市下水道整備基本構想

により、公共下水道の整備が困難な地域や、整備に長

期間を要する地域においては、合併処理浄化槽の整

備を推進することとしています。この合併処理浄化

槽整備推進における設置者の負担軽減のため、設置

費用に対する市独自の補助や修繕費などに対する補

助を行っています。さらに一般社団法人越前市浄化

槽維持管理協会に委託し、浄化槽の維持管理を適正

に行うことで、合併処理浄化槽事業による水環境と

公共用水域の保全に努めています。 

 

  令和２年度設置補助基数    48 基 

令和２年度末協会加入基数 2,389 基 

 

２ 自然とのふれあいの場―――――――――――――――――――――――― 

（１）ビオトープ 

今日、環境に対する意識の高まりとともに、人と自

然との共生が大きな課題とされています。人との関

わりあいのなかで、存在する野生生物の生息・育成空

間であるビオトープの確保を推進することは、生物

多様性の保全と自然とのふれあいの促進につながり

ます。 

ビオトープとは、ギリシャ語の Bios（生命）＋ Topos

（場所）が、ドイツ語の Bio（生き物）＋ Top（場所） 

 

を意味する言葉として、Biotop（＝「生き物の住む空

間」）の言葉となった、ドイツ語の合成語です。市内

には、村国山の押田公園、ハーモニータウン姫川公

園、武生東小学校、家久浄化センターなど、全部で 54

箇所のビオトープがあり、市民に身近に生き物とふ

れあえる場を提供しています。 

また、子どもたちの、自然環境について身近で学べ

る場所としても重宝されています。

  


